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【近所付き合いの希薄】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 社協 団体 

１：ほとんど家に

とじこもって

いる 

  ・社協の安心安全ネットワーク事

業の活用（見守り、安心電話と

か） 

 

３：近所付き合い

が少なくなっ

てきた 

 ・あいさつの励行。声をかけあう

習慣をつける 

・あいさつを進んでする 

・町内会の案内などの際に、近所

を紹介する 

・協力の必要性を伝える 

・町内の子供向けのイベントなど

をメインに伝える 

 ・オープンに行ける場所を作る。

そこに行くと、何か出来る。趣

味的なことに参加できる、おし

ゃべりが出来るような場所 

４：近所の方の名

前と顔がわか

らない 

 ・町内会の案内などの際に、近所

を紹介する 

・協力の必要性を伝える 

・町内の子供向けのイベントなど

をメインに伝える 

 ・オープンに行ける場所を作る。

そこに行くと、何か出来る。趣

味的なことに参加できる、おし

ゃべりが出来るような場所 

・お祭とか家族が参加できるイベ

ントをする 

５：他に興味を持

たない 
   ・オープンに行ける場所を作る。

そこに行くと、何か出来る。趣

味的なことに参加できる、おし

ゃべりが出来るような場所 

６：世代間の交流

が少ないよう

に思える 

 ・町内会での事業で世代間でコミ

ュニケーションがはかれる事

業を発掘していく 

 ・夏祭りなど地域のイベントを増

やす 

・各世代を入れて出来るスポーツ

を取り入れる 

８：町内会への加

入者が減って

きた 

 ・町内会加入のメリットをできる

だけ発信していく 

・町内会の案内などの際に、近所

を紹介する 

・協力の必要性を伝える 

・町内の子供向けのイベントなど

をメインに伝える 

  

資料５ 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 社協 団体 

11：健常者と障が

い者の交流の

場 

 ・市役所を中心に障害者が地域に

出られる機会を作る。増やす 

例：市役所での物販や地域事業

の一部を障害者施設へ委託す

るなど 

・偏見・差別をなくす 

・小さい時からのふれあい 

・その場限りになってしまってい

るので、定期的に場所等を決め

て進める 

12：移住者（若い世

代）との関わ

りが希薄 

   ・お祭とか家族が参加できるイベ

ントをする 

13：自治会への加

入が難しくな

ってきている 

 ・加入すれば特典があるようにす

る 

  

14：近所付き合い

が少ない。な

い。 

 ・加入すれば特典があるようにす

る 

 ・オープンに行ける場所を作る。

そこに行くと、何か出来る。趣

味的なことに参加できる、おし

ゃべりが出来るような場所 

・お祭とか家族が参加できるイベ

ントをする 

15：近所の人をあ

まり知らない 
   ・オープンに行ける場所を作る。

そこに行くと、何か出来る。趣

味的なことに参加できる、おし

ゃべりが出来るような場所 

16：障がいを持つ

人の地域参加

が少ない 

・地域参加しやすい環境づくり。

バリアフリーや介添人や付き

添い者の確保 

・市役所を中心に障害者が地域に

出られる機会を作る。増やす 

例：市役所での物販や地域事業

の一部を障害者施設へ委託す

るなど 

・偏見・差別をなくす 

・小さい時からのふれあい 

 

17：個人情報の不

足（個人情報

保護法が壁と

なっている）。

今、地区では

近所の人が死

亡してもわか

らないことが

多い 

・個人情報保護法は特例な場合が

ある時は開示を認められてい

る事を知ってほしい 

・個人情報を保護することも大切

だが一定の情報共有は助け合

いには必要。情報の開示が地域

にどこまでできるか、市に検討

願いたい 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 社協 団体 

18：介護者を介護

（相談できる

人）できるよ

う な シ ス テ

ム、人と人と

のつながりが

必要 

・地域で介護の困りごとを相談で

きる人を立てる。※ケアマネな

どではなく、地域目線で動ける

人 

  ・家から出なくてもつながりが持

てるシステム。SNS の利用 

19：障がいを持つ

親のコミュニ

ティーが不足 

・あま市独自の障害福祉情報発

信。ＳＮＳアカウントを作成・

発信 

 ・偏見・差別をなくす 

・小さい時からのふれあい 

 

20：インクルーシ

ブな居場所づ

くり 

  ・偏見・差別をなくす 

・小さい時からのふれあい 
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【人材確保】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 団体 

２：ボランティア

グループ内の

人数が減って

いる 

・ボランティアの目的として自己欲求、達成感、実現が大切であると

いう周知・研修 

・市が勉強会を開く 

・広報の充実をする。どんなボランティアがあるのか。どんなボラン

ティアを必要としているのか。それがわかる場所を知らせる 

・どこの団体が募集しているか知られていない→掲示板、口コミ 

３：障がいを持つ

親へのサポー

トが不足（情

報不足） 

・市役所、社協が民間の支援団体と連携する 

・“ここに行けば情報がもらえる”という場を作る。コンシェルジュ

のような人がいるといい。市役所や福祉施設 

・情報は流れているけれど親の受け止め方がさまざま（高齢化も進

んでいるので）（障老介護にもつながっている）親の会会員からの

声かけ 
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【防犯防災】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 団体 未分類 

１：安全な街 ・スクールガードなどを町内会な

どへ有償委託する。 

→地域の人が街頭に立つ機会

が増える 

→あいさつ等、顔見知りが増え

る 

・外灯の増設 

・家の電話を災害時に連絡しても

らえるよう市に申込みをする 

・スクールガードなどを町内会な

どへ有償委託する。 

→地域の人が街頭に立つ機会

が増える 

→あいさつ等、顔見知りが増え

る 

  

２：高齢者をター

ゲットとした

新しい犯罪が

増加している 

・高齢者宅の電話に録音機の設定 

・地域見守り隊の創設 

   

３：防災訓練が地

域 で バ ラ バ

ラ、差がある 

・防災訓練、自主防災の統括が必

要 

 ・地域によって活発な内容で行わ

れている所もあるのでその方

達に自主防災の役員（？）にア

ドバイスの場を設けてもらう 

 

４：自主防災を活

発に 
・防災訓練、自主防災の統括が必

要 

・スクールガードなどを町内会な

どへ有償委託する。 

→地域の人が街頭に立つ機会

が増える 

→あいさつ等、顔見知りが増え

る 

・地域によって活発な内容で行わ

れている所もあるのでその方

達に自主防災の役員（？）にア

ドバイスの場を設けてもらう 

 

６：災害時、むこう

三軒両隣での

避難 

 ・町内会への加入促進 

・どういう人が住んでいるのかの

情報の共有化 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 団体 未分類 

７：避難所を明確

に 
・役所からの発信 

・町内で回覧板での発信 

・地域の防災訓練での確認 

・市役所が避難所の場所をわかり

やすくする 

・市へ。防犯灯や通学路の安全は

要望してもなかなか行っても

らえない。早くしてほしい 

  ・地元の神社・寺などを廻り、歴

史を知るキッカケを作る 

８：災害時の避難

場所がわから

ない 

・役所からの発信 

・町内で回覧板での発信 

・地域の防災訓練での確認 

・市役所が避難所の場所をわかり

やすくする 

・市へ。防犯灯や通学路の安全は

要望してもなかなか行っても

らえない。早くしてほしい 

 ・避難体験会 

例：避難所に一泊してみよう 

・地元の神社・寺などを廻り、歴

史を知るキッカケを作る 
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【情報】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 社協 地域 

１：新しいことに

うとい。ＳＮ

Ｓ、ネット、人

づきあい 

・講習会を開く ・高齢者向けパソコン、スマホ教室。出前教

室の開催 

・各世代間でゲーム等からスマホ等のあつか

いに慣れる 

２：ほしい情報の

取り方がわか

らない 

・講習会を行政が民間（専門職）と連携して

市民にアピールする 

・講習会を開く 

・役所も含め、わかりやすいＨＰ作りや情報

提供 

 ・身近なことに興味をもつ→小さな地域ごと

の取り組み、キャリア、店との協力 

３：自分の時代と

今のやり方が

違うことに戸

惑う（子育て。

環境） 

・講習会を開く  ・各世代間でゲーム等からスマホ等のあつか

いに慣れる 

４：国全体がＳＮ

Ｓ等、デジタ

ルの推進が計

ら れ て い る

が、高齢者が

追いついてい

けない現状が

ある 

・講習会を行政が民間（専門職）と連携して

市民にアピールする 

・講習会を開く 

・ＩＴ化が進んでいるが、当座はアナログ的

手法も並行して必要ではないか 

・スマホ等の教室や地域の掲示板に情報を貼

るなど、アナログな周知も必要 

・高齢者向けパソコン、スマホ教室。出前教

室の開催 

・ＳＮＳやラインでやりとりをしているので

対面で話し合いができると意思疎通が出来

ると思う 

・身近なことに興味をもつ→小さな地域ごと

の取り組み、キャリア、店との協力 
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【介護】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 社協 地域 

１：市内に特別養

護老人ホーム

が少ない 

・特養も含めた介護（福祉）の拠点ができる

といい 

  

２：老々家族が増

えてきた 
・介護手帳 

・民生委員さんが中心となって支援が必要な

人を福祉につなぐ 

・生活支援、買い物支援が必要（ボランティ

ア、社協、民間（移動販売）） 

・顔見知り程度では声がかけにくい。オープ

ンに話せるには？ 

・65 歳以上は民生委員が年１回訪問している

が、それだけでは不足。地域での相談役み

たいなシステムがあれば 

・（   ）が訪問して相談できる機会を増や

す。月に１回程度でも 

・地域で協力、連携できるような仕組み作り、

地域の福祉相談役を置くなど 

３：介護タクシー

事業者が１つ

しかない 

・タクシー利用しやすくする→タクシー補助

券 

・市と介護タクシー事業者の連携→高齢者の

外出促進 

・小回りのきく市のバスを取り入れる 
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【教育】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 社協 

１：ボランティア

で活動する時

の資金の心配 

 ・募金の設立（社会福祉協議会） 

２：義務教育後の

支援先 
・部活動の指導者が少ない、指導の資格がなくても一緒に遊んであげ

るだけでよい 

・ヤングケアラー問題があるが、義務教育後もそれは続くので受け皿

の整備が必要 

・市が市民の活動団体（詳細）を知り、必要に応じて委託する 

 

３：不登校の増加

（低年齢化） 
・先生、カウンセラーの増員 

・フリースクールや家でも遊べる仕組みがあってもいいのでは 

・市が補助金を出す 

・市が市民の活動団体（詳細）を知り、必要に応じて委託する 

 

４：学生が家以外

で勉強できる

場がない 

・公共施設の空き室の利活用を考えてはどうか 

・市が市民の活動団体（詳細）を知り、必要に応じて委託する 

・図書館が開放しているので周知させる 

・公共施設の無料開放。ただし、管理団体は必要 

 

５：教育、福祉と民

間との連携 
・市が市民の活動団体（詳細）を知り、必要に応じて委託する  
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【環境整備】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 自治会 

１：道路整備 ・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

・道路整備の不備な点を住民に挙げてもらいやすくする 

・歩道がせまく歩きにくい。特に木田駅に通じる南北線。歩道部分を

せめて水平にしてみたらどうか 

・インフラ整備（フラット化）（市、自治会、ボランティア、水路清

掃） 

２：子どもの遊ん

でいる声が聞

こえない 

・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

・大型公園の整備。津島東公園や天王川公園、戸田川緑地くらいの規

模。室内の子供が遊べる施設 

・公園の整備をする。 

草刈り、ペンキ塗り等、魅力のある公園 

３：子どもをほと

んど見かけな

い 

・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

・大型公園の整備。津島東公園や天王川公園、戸田川緑地くらいの規

模。室内の子供が遊べる施設 

・公園の整備をする。 

草刈り、ペンキ塗り等、魅力のある公園 

４：外灯が少ない ・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

・外灯の設置を町内会に頼っている現状を市になんとかして欲しい 

・インフラ整備（フラット化）（市、自治会、ボランティア、水路清

掃） 

５：水路の清掃  ・インフラ整備（フラット化）（市、自治会、ボランティア、水路清

掃） 

６：近所に子ども

たちが安心し

て遊べる場所

がない 

・大型公園の整備。津島東公園や天王川公園、戸田川緑地くらいの規

模。室内の子供が遊べる施設 

・公園でボール遊びが出来ないところが多い。一部でも確保してあげ

るとよい 

 

７：住む人が利用

しやすい交通

手段 

・介護タクシーやタクシー事業者との連携で高齢者も利用しやすい

交通手段の構築 

・市役所が１カ所になり高齢の方や車がない方は不安に思っている。

市内巡行バスの利用の方法を変えてみてはどうか 

 

８：通学路が危険 ・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

 

９：大型の公園が

少ない（他の

市に遊びに行

く） 

・大型公園の整備。津島東公園や天王川公園、戸田川緑地くらいの規

模。室内の子供が遊べる施設 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 自治会 

10：散歩している

時にカラスが

いると通りづ

らい 

・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

 

11：地域の祭り（学

校の夏祭り）

などがない 

・地域で実施できる団体へ依頼、市も協力  
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【障がい】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 病院 

１：障がい者（児）

の病院受診の

ハードルが高

い 

・現在の巡回バスをディマンド化し高齢者や

障がい者が必要な時にサービスを受けられ

るようにする 

・配慮していただける病院に対してステッカ

ーなどわかりやすい表示をしてもらう 

・市役所、あま市民病院のスキルＵＰ。体制

強化 

 ・地域の病院の方々に障がい特性を学んでい

ただき、受診時間の配慮など受け入れ体制

を考えていただきたい 

・専門の病院を作る。専門の Dr.を地域で確

保する 

・必要な人が必要な時に受けられるように多

く用意する 

２：必要な支援が

障害の種別に

よって受けら

れない事があ

る（オムツ・車

いす等） 

・支援の対象を広げる（障がいの名前ではな

く実際の困りごとに対して支援） 

・支援を利用できない個別事例への補助 

・地域によって市役所に差がある 

・他市町村の情報収集やヒアリングをして課

題に目を向けることから始める 

  

３：支援級の指導 

学 校に よっ

て、先生によ

って差がある 

・支援級の先生が同じように指導出来るよ

う、先生を指導する場、機会を設ける 

・支援級の先生方をサポートする体制を整え

る 

・スーパーバイザーを障がいに詳しい方にや

ってもらう 

  

４：登下校に親の

つきそい必要

な場面のサポ

ートが不十分 

・支援を利用できない個別事例への補助 ・情報公開があったらボランティア参加でき

るのでは 

・「移動支援」を通学に使えるようにする 

 

５：その他  ・障害がある人の実際を健常者が体験する機

会をもつ 
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【子育て】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 未分類 

１：引きこもりの

方の対処 
・フリースクールなど学校以外の居場所を作

る。それに対する予算をつける 

・ピアサポーターの養成 

・経験者によるサポートシステムの構築 

  

３：午前中、公園に

人が少ない 
・市役所、社会福祉協議会 図書館などの必要

性の再確認 

・安全性の問題やなぜ今機能しないのかヒア

リングが必要かも 

・行きたくなるような公園を作る 

・児童公園の充実 

・市の担当課を一本化する（現在は複数ある） 

  

４：公園が機能し

ていない 
・公園を子どもだけでなく、高齢者も使える

運動できる場にしていただきたい 

・市役所、社会福祉協議会 図書館などの必要

性の再確認 

・安全性の問題やなぜ今機能しないのかヒア

リングが必要かも 

・公園の整備、草むしり、遊具、日陰、安全

性 

・中央公園を作る。健常者、障害者も利用で

きる公園 

・児童公園の充実 

・市の担当課を一本化する（現在は複数ある） 

  

５：母子ともに友

達を作れない

（作らない） 

・例えば児童館ではこんなことをしている

よ！！宣伝をもっとする 

・プレママ期からの交流機会を提供 

・保護者に対するカウンセリング、メンタル

サポートの充実、強化 

・ＳＮＳでつながるシステムを作る（現在あ

るかはわからないけど） 

・同じ年の生まれのＳＮＳグループを作ると

か？ 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 未分類 

６：不登校（あま市

における）の

学びをとにか

く とめ ない

（至急） 

→それは必ず

近い未来がか

わる事 

・もはやどうしたら学校へ行けるか、行かせ

るかは議論外。小、中学生の不登校生の学

びを止めないオンラインのスクールを一刻

も早く作るべき。国が動かないなら是非あ

ま市が 

・市役所または社会福祉協議会による居場所

作り、専門職の配置、金銭の補助 

・フリースクールに通う家庭に費用の助成を

する 

・オンライン授業、専門性のある教育、機会

の提供 

 ・成績表、テストなど他人比較のないスクー

ル（学びの場）を作ることにより、子ども

を色んな選択、自己肯定ができる場所で成

長させることができる。あま市を移住、定

住に決める人も多くなるのでは 

７：10 年後、20 年

後のあま市に

おける「子育

てしやすい」

「結婚して住

みやすい」地

域であるには 

・課題ではなくプラス面の発信 

・フリースクールに通う家庭に費用の助成を

する 

 ・成績表、テストなど他人比較のないスクー

ル（学びの場）を作ることにより、子ども

を色んな選択、自己肯定ができる場所で成

長させることができる。あま市を移住、定

住に決める人も多くなるのでは 

８：小・中学生 

不登校におけ

る、そして保

護者に寄り添

う支援・活動

（あま市の未

来 につ なが

る） 

・もはやどうしたら学校へ行けるか、行かせ

るかは議論外。小、中学生の不登校生の学

びを止めないオンラインのスクールを一刻

も早く作るべき。国が動かないなら是非あ

ま市が 

・市役所または社会福祉協議会による居場所

作り、専門職の配置、金銭の補助 

 ・成績表、テストなど他人比較のないスクー

ル（学びの場）を作ることにより、子ども

を色んな選択、自己肯定ができる場所で成

長させることができる。あま市を移住、定

住に決める人も多くなるのでは 
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【高齢化】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 未分類 

１：高齢者の方か

ら一人で買い

物に行くこと

ができないと

聞いたことが

ある 

・現在の巡回バスをディマンド化し高齢者や

障がい者が必要な時にサービスを受けられ

るようにする 

・買い物ボランティアさんの確保 

・タクシーを安く利用できる 

・ネットスーパーなどのサービスの利用支援 

・伊福地区ではボランティアが同行すると

か、かわりに買い物するとか実施している。

他の地区でも実施 

・ご近所付き合い（自助努力）の推奨 

 

２：高齢者の一人

暮らしの方の

安否確認 

・対象の方々をもう少ししぼって支援を行う

（65歳からは早すぎるのでは？） 

・ご近所付き合い（自助努力）の推奨 

・老人会が行っている。皆様に周知されてい

ない 

 

３：民生委員とし

て、担当の高

齢者の方々が

多すぎて、本

当に支援が必

要な方のサポ

ートが不十分 

・高齢者の多い地域は民生委員の数を増や

し、担当人数を減らす 

・高齢福祉課から的確な情報をもらい、本当

に必要な人が支援を受けられるようにする 

・対象の方々をもう少ししぼって支援を行う

（65歳からは早すぎるのでは？） 

  

４：高齢化が進ん

でいる 
 ・高齢者同士が気楽に楽しめる場所を作る 

・そもそも全国的に課題 

・ボランティア、サークル等にたくさん参加

してもらい生きがいを見つける 

・若い住人とお年寄りが交流できる機会。地

域で交流できる行事。お互いを理解できる

ように 

・高齢化によるサポート世代のメンタルケア

のサポート 

６：生活様式が多

様化 
 ・若い住人とお年寄りが交流できる機会。地

域で交流できる行事。お互いを理解できる

ように 

 

７：挨拶をしても

無視される若

い人 

 ・地域市民、めげない、怪我をしない程度に

言い続ける 

・高齢者たちのカフェのような催しに母子で

参加できるようにする 

・若い住人とお年寄りが交流できる機会。地

域で交流できる行事。お互いを理解できる

ように 
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【ボランティア・情報入手】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 社協 団体 地域 

１：年代を超えた

交流をもてる

居場所作り 

・市役所内にボランティ

アが気楽に集まれる場

所を作っては？ 

    

２：地域活動の参

加者が少ない 
・お金をかけてでも周知

を委託する 

  ・出来ることはして、別団

体にもアドバイスを求

める 

 

３：ボランティア

に参加してく

れる方が少な

い 

・お金をかけてでも周知

を委託する 

・ボランティアという言

葉はハードルが高いの

で、「～をしてくれる方

募集」というようなハー

ドルを下げた文句で地

域の掲示板等（皆さんの

目にとまる所）を活用す

る。 

 ・60歳、65歳になった方々

にボランティアや地域

の活動などを案内する 

・あまのわで楽しいブー

スと共にボランティア

を募る 

・出来ることはして、別団

体にもアドバイスを求

める 

・障害者の避難所がない

ため受け入れ先の指定

が必要である 

４：ボランティア

の募集方法が

わからない 

・お金をかけてでも周知

を委託する 

  ・出来ることはして、別団

体にもアドバイスを求

める 

 

５：誰もが気軽に

立ち回れる居

場所作り（市

の運営するレ

ストラン・カ

フェ・子ども

食堂） 

・市役所内にボランティ

アが気楽に集まれる場

所を作っては？ 

    

６：地域の活動に

対し、若い人

の参加が少な

い 

 ・中学生の子供たちに企

画から任せるイベント

をする。子供のうちから

地域活動に参加させて

「楽しい」経験をさせる 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 社協 団体 地域 

７：ボランティア

のなり手が少

ない 

・ボランティアという言

葉はハードルが高いの

で、「～をしてくれる方

募集」というようなハー

ドルを下げた文句で地

域の掲示板等（皆さんの

目にとまる所）を活用す

る。 

・何かお得があれば参加

したい。ある市で使用で

きるポイント、ゴミ袋等 

・60歳、65歳になった方々

にボランティアや地域

の活動などを案内する 

  

８：ボランティア

活動等参加し

たいがどこで

情報をもらう

のかわかって

いない 

・情報ツールをわかりや

すくもう一度見直して

もらう 

・お金をかけてでも周知

を委託する 

  ・出来ることはして、別団

体にもアドバイスを求

める 

 

９：生活支援の受

け方。どこま

で公的に受け

られるのか 

・支援を受けたい、困り事

がある方の総合窓口が

あると気軽に相談出来

そう。「～で困っている」

→相談にのってもらえ

る場所を教えてくれる 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 社協 団体 地域 

10：情報が分散し

てどれも・・・ 
・市役所にカフェなども

っと人が来られる場所

を作ってそこでの発信

をする 

・情報ツールをわかりや

すくもう一度見直して

もらう 

・お金をかけてでも周知

を委託する 

・支援を受けたい、困り事

がある方の総合窓口が

あると気軽に相談出来

そう。「～で困っている」

→相談にのってもらえ

る場所を教えてくれる 

  ・出来ることはして、別団

体にもアドバイスを求

める 

 

11：情報を知る機

会が少ない 
・情報ツールをわかりや

すくもう一度見直して

もらう 

・お金をかけてでも周知

を委託する 

  ・出来ることはして、別団

体にもアドバイスを求

める 

 

12：小学校（甚目寺

東学区）スク

ールガードの

交通指導員を

多くしてほし

い 

・小学校、スクール、ガー

ド交通指導員を多くし

てほしい（甚目寺東小学

校） 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 社協 団体 地域 

13：困った時に相

談できる場所

がわからない 

・まずはここに相談する

という窓口をつくり、そ

こから担当課へつなげ

る 

・支援を受けたい、困り事

がある方の総合窓口が

あると気軽に相談出来

そう。「～で困っている」

→相談にのってもらえ

る場所を教えてくれる 

    

14：支援のすきま

（少数の困っ

ている人をど

う す る の

か？） 

・各事業・支援の基本はそ

のままにすきまのみ対

応できる臨機応変な仕

組みを作る 

    

17：市役所が一本

化。市民の皆

様、遠くなっ

た方もいるの

では？ 

・コンビニで各書類をと

ることができると良い 

    

18：情報を得る方

法 
・市役所にカフェなども

っと人が来られる場所

を作ってそこでの発信

をする 

・情報ツールをわかりや

すくもう一度見直して

もらう 

・皆が平等に情報を得ら

れるのは「公報」だと思

うので、積極的に情報発

信して欲しい 

・情報を得る方法 

・お金をかけてでも周知

を委託する 

  ・出来ることはして、別団

体にもアドバイスを求

める 
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【災害・防災】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 団体 地域 

１：あま市の災害

時の備蓄品は

どう？ 

・団体への予算を検討してほしい ・どれくらい可能なのか現状を報告し整理す

る 

・備蓄品は 1人 1 合であるが、量の確保なら

びに備蓄の場所がないので指定業者を作り

いざとなったらそこから出してもらう 

２：障害者の避難

計画ができて

いない 

・行政、福祉防災専門家、当事者で話し合う

場を作る 

・避難マニュアルが分厚いので見やすい一覧

表にしてどこにでも張れるようにしては 

・一刻も早く福祉避難所を地域で確保し、障

害者、障害児への災害対策を立てて欲しい

（安全な避難経路含めて） 

  

３：福祉避難所が

ない 
・行政、福祉防災専門家、当事者で話し合う

場を作る 

・避難マニュアルが分厚いので見やすい一覧

表にしてどこにでも張れるようにしては 

・一刻も早く福祉避難所を地域で確保し、障

害者、障害児への災害対策を立てて欲しい

（安全な避難経路含めて） 

・福祉避難所、検討委員会、この様に集って

会議してみては？ 

  

４：夜道が暗い ・どんどん危険なところは整備 

・甚目寺は町内に入っている人が多いため、

「ガイトウ」の費用が少ない 町内に入る

人が多くなる様に市に協力をお願いします 

  

５：歩道が狭く危

ない 
・歩道が狭く危ない 

・どんどん危険なところは整備 

  

６：障害者（児）の

災害対策が不

十分 

・行政、福祉防災専門家、当事者で話し合う

場を作る 

・一刻も早く福祉避難所を地域で確保し、障

害者、障害児への災害対策を立てて欲しい

（安全な避難経路含めて） 

・障害者の方々の調査を復活させる 

  

 



Ｃグループ 

21 

【防災】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 未分類 

１：災害時、区域に

置かれた状況

をいちはやく

知らせるには

どうしていく

のが良いのか 

・区できずなネットを入れて情報網をつくろ

うとしているが、加入が進まない。お金か

かる。→市の防災情報メールを区独自で活

用できる様にできないか。 

 ・定期的な訓練 避難場所をしっかりと周知 

２：防災訓練をや

って自主防災

を広げてゆく

こと 

・行政に対して区長や自主防にまかせず協同

（働）で行ってほしい 

・自主防災という名の如く。あくまで自由。

自主→温度差大→ある程度は市が主導す

るべきではないか。 

・市全体で自主防災懇談会等 市から各区へ

仕掛をすべき 

（今はない！！） 

（活性化のために） 

・連携は大事だが自治会の防災強化 ・定期的な訓練 避難場所をしっかりと周知 

３：安心安全な地

域づくり 

災害時も含め

て 

犯罪 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 未分類 

４：災害時、障害弱

者対応計画の

作成 

・行政へ、弱者がすごしやすい環境は一般市

民もすごしやすい事とわかってほしい 

・行政は、実態を知るためにヒアリングをし

てほしい。当事者（色々な障がいの人達の） 

・避難先の詳しいマップと設備について 

・・個人情報の取り扱いがわからず手つかず

の状態。また自主⇔民生でお見合い。 

→市がモデル活動を（主導で）いっしょに

やる 

→障害者自身の意志を出す（押し付けにな

らないように） 

・市防災会議に障がい者の方も参加するべき 

 

・前もって計画をする ・当事者の現場視察 

・当事者も言うだけではなく実行を。お互い

歩みより 

・冊子があります。「障害がある方たちの災害

24 時」 

・障害の把握（だれ・どこに・どの程度の援

助する人がいるか）。いざというとき地域

が協力して助けられる様に 

５：災害時、自主防

災会が安全に

区民を避難誘

導できるよう

にするにはど

うするか 

 ・連携は大事だが自治会の防災強化 

・もうすでにやってみえる所がある 

・定期的な訓練 避難場所をしっかりと周知 

６：個人名簿の取

りあつかいに

ついての誤解 

・個人情報の取り扱いがわからず手つかずの

状態。また自主⇔民生でお見合い。 

→市がモデル活動を（主導で）いっしょに

やる 

→障害者自身の意志を出す（押し付けにな

らないように） 

・当事者も、希望を言えるようにする 

・せめて、町内会長（自主防災会長）だけに

は、名簿保管させてほしい 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 未分類 

７：災害時、外国人

対応計画への

明瞭化（犯罪

に対し） 

・外国籍の方がどこにどのくらい暮らしてい

るのかわからない。調べる方法もない。（個

人情報）→せめてどこにどれだけいるか。

まず、把握すべき。（市から公開） 

  

８：災害時に不安

を抱える人へ

の支援（保健

センターまで

行けない） 

・個人情報の取り扱いがわからず手つかずの

状態。また自主⇔民生でお見合い。 

→市がモデル活動を（主導で）いっしょに

やる 

→障害者自身の意志を出す（押し付けにな

らないように） 

 ・障害の把握（だれ・どこに・どの程度の援

助する人がいるか）。いざというとき地域

が協力して助けられる様に 

９：災害時、市村本

部と区災害対

策本部が連携

して動けるよ

うにするには 

・自主防災という名の如く。あくまで自由。

自主→温度差大→ある程度は市が主導す

るべきではないか。 

・市全体で自主防災懇談会等 市から各区へ

仕掛をすべき 

（今はない！！） 

（活性化のために） 

・連携は大事だが自治会の防災強化 

・自分の地域にて有資格者を探しておく 

・定期的な訓練 避難場所をしっかりと周知 

10：障がいのある

方の災害時の

支援の少なさ 

・個人情報の取り扱いがわからず手つかずの

状態。また自主⇔民生でお見合い。 

→市がモデル活動を（主導で）いっしょに

やる 

→障害者自身の意志を出す（押し付けにな

らないように） 

 ・障害の把握（だれ・どこに・どの程度の援

助する人がいるか）。いざというとき地域

が協力して助けられる様に 

・定期的な訓練 避難場所をしっかりと周知 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 未分類 

11：災害時の障害

者の避難場所 
・福祉避難所の設定をする。どこに避難した

ら良いか？自助 

・行政は、実態を知るためにヒアリングをし

てほしい。当事者（色々な障がいの人達の） 

・計画は進んでいるでしょうか。 

 ・当事者の現場視察 

・障害の把握（だれ・どこに・どの程度の援

助する人がいるか）。いざというとき地域

が協力して助けられる様に 

・定期的な訓練 避難場所をしっかりと周知 
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【学校】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 未分類 

１：学校の先生の

理解のなさ 
・専門の先生の配置  ・先生の研修をもっと行うべきです 

２：外国籍の子（発

達障害児）へ

の対応のなさ 

   

３：学齢の不登校

が増えている

こと 

・スクールサポーターがいるが知識のない人

がいる。一定の知識（レベル upを）障がい

に対して 

 ・現場の先生へ、いけない事を子どもだけの

理由にしないでほしい 

・美和・七宝・甚目寺でひとりずつ→甚目寺

観音近くにある 

４：フリースクー

ルがないこと 
・スクールサポーターがいるが知識のない人

がいる。一定の知識（レベル upを）障がい

に対して 

 ・現場の先生へ、いけない事を子どもだけの

理由にしないでほしい 

・美和・七宝・甚目寺でひとりずつ→甚目寺

観音近くにある 

５：朝、通学を安全

にできる様に

地域を見守る

こと 

   

６：通級指導教室

の使いにくさ 
・スクールサポーターがいるが知識のない人

がいる。一定の知識（レベル upを）障がい

に対して 

 ・美和・七宝・甚目寺でひとりずつ→甚目寺

観音近くにある 

７：柔軟に対応で

きない学校の

システム 

   

  ・地域のサポートを増やす ・支援員を増やす。３限で帰ってしまう。→

最後まで欲しい 

・校長先生の意識を改革 
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【障がい福祉】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 団体 未分類 

１：障害児への偏

見 
  ・幼・小学校での知識 

・インクル―シブ教育の充実。地域の学校に

かよえる環境作り 

・障がい者 就労 

２：障がい者につ

いての知識・

認識不足 

  ・幼・小学校での知識 

・コミュニケーションの場を作る（子どもの

身体障がい者とあそぶ場） 

・援助の仕方。手助けが出来ない 

・個別に行って支援する 精神障がい者に対

する理解がない 

３：障害者が落ち

着いて食事が

できるとこと

がない 

 ・こども食堂、民間で立ち上がろうとしてい

るところへの支援をしてほしい。場所、お

金 etc（協力団体） 

・保護者の団体へ若い子達も同じ悩みなので

先輩として、できる事は協力してほしい 

 

４：障がいサービ

スでもなく介

護サービスで

もなく… 

・障害者のサポートを伝えてゆく。受けられ

るサービスを周知する。他の市町村と比較

すると差がある。 

 ・障から介護サービス後行 65歳問題 

５：老障介護 ・障害者のサポートを伝えてゆく。受けられ

るサービスを周知する。他の市町村と比較

すると差がある。 

・行政へ、待ったなしの課題である。本人か

らの SOS は出しにくい 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 団体 未分類 

６：福祉サービス

にのれない学

齢児 

・独自のサービスを考えてほしい ・独自のサービスを考えてほしい  

７：精神障がい者

への支援が十

分でない 

・障害者のサポートを伝えてゆく。受けられ

るサービスを周知する。他の市町村と比較

すると差がある。 

 ・個別に行って支援する 精神障がい者に対

する理解がない 

   ・障がい福祉マップ 海部東部 認知少ない 
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【子ども】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 団体 未分類 

１：子育て世代の

サポート（安

心 して 働け

る） 

 ・子育て世代の孤立をさせない

交流を。こどもまつりの企画を

しては 

 ・情報発信 キャッチする人で

きない人いる 

２：ネグレクト ・保健師、行政へ、市民・学校か

らの情報が入ったらすぐに確

認してほしい 

・子育て世代の孤立をさせない

交流を。こどもまつりの企画を

しては 

・保健師、行政へ、市民・学校か

らの情報が入ったらすぐに確

認してほしい 

 

３：小児がんの子

どもへの対応

の悪さ 

・関係者（団体、行政 保健師

etc.）実情を知る事。当事者か

らの聞きとり 

 ・関係者（団体、行政 保健師

etc.）実情を知る事。当事者か

らの聞きとり 

・交流会を作り、専門家がサポー

トして支援を広げてゆく 

 

４：医療ケア児へ

の支援がない

こと 

・行政へ個人情報で片づけず地

域に発信して助けてくれる人

を見つけてほしい。（国の方針

は義務…） 

 ・交流会を作り、専門家がサポー

トして支援を広げてゆく 

 

５：児童館 開館

～19 時まで 
   ・公民館、空き家活用 ―大家と

のマッチング 

６：子ども・乳幼児

のためのカー

ペットの部屋 

   ・公民館、空き家活用 ―大家と

のマッチング 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 団体 未分類 

７：大人のサロン

は多いが子ど

ものサロン 

 ・子育て世代の孤立をさせない

交流を。こどもまつりの企画を

しては 

・民間・ボランティアとの協働 

（助成金） 

 ・子どものサロンを作る。（土・日 

月１回）行政のサポートと高齢

者で 

・大人のサロンに幼児も参加す

る会をつくる 

・公民館、空き家活用 ―大家と

のマッチング 

８：病児・病後保育

～17 時まで

を 19 時まで

に 

    

９：学童保育 

  施設見直し 
    

10：日・祝 

  子どもが集ま

れるところ 

 ・子供会・老人会の連携 昔の遊

び等 

・民間・ボランティアとの協働 

（助成金） 

・子供会・老人会の連携 昔の遊

び等 

 

11：病児・病後児保

育定員を増や

す 

    

12：学童保育 

  定員見直し 
    

13：ヘルプを出せ

ない家 
   ・ヘルプをキャッチしたら民生

委員に伝えて下さい。 

 

 



Ｃグループ 

30 

【高齢者】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 

１：夏まつりを楽

しみにしてい

る高齢者に盆

おどりを務め

てほしい 

・夏まつり・アートビレッジ型「あまつり」・市役所型をやる第３セ

クター 

 

２：元気な高齢者

の活動場所が

ない 

・介護保険の使用により、元気なデイを運営する 

・サロンはたくさんあるが自分ちの近くにない 

・活動場所 各小学校で行う 

 

３：高齢者のＡＣ

Ｐ（アドバン

ス・ケア。プラ

ンニング）が

行きわたって

いない 

  

４：独り暮らしの

人の支援 
どんな支援をしてほしいか聞き取り 民生？ 

・（移動手段）高齢者の足の確保に対する地域の人による活動の奨励 

補助金の支給を考えてほしい 

 

５：健康づくり 

  心・体 
・活動場所 各小学校で行う  

６：（嫁・配偶者） 

  介護している

人のサポート 

・介護サービスに入っているなら、そこからの情報提供  

７：老々介護サポ

ート 
  

８：高齢者の生き

がいとは… 

  （自立の人の

サポート） 

・サロンはたくさんあるが自分ちの近くにない 

・高齢者の生きがいは様々。ちょっとした●●（コーヒー代）でもコ

ミュニティーの建物が使える様にしてほしい 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 

９：子どもと高齢

者の方が遊べ

ること（障が

いを持ってい

る方々も） 

・老若男女のサロン+障がいの方 場所時間 

・小学校・中学校の体育館 多年齢層で遊ぶ 

・子ども食堂に高齢者も同時に招待して昔話などしてほしい 

・こども食堂のような感じの場所 空家の活用 

10：高齢者の見守

り 

  早期に体の変

化を見つけれ

ば重症化しな

い 

 ・地域でのコミュニケーションがとれる場所をつくる インフルエ

ンサー（住民） 
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【外国人】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 

１：外国人の方の

災害時のチラ

シ 

・自治会へ情報ください  

２：外国人の人へ

の支援（壁が

ある） 

  文化の違いが

不安 

・どこの国で何語か情報 

・自治会へ情報ください 

・コミュニティーをさがしてアプローチをしていく 

・まずはあいさつをする→顔を覚える 

３：外国人への災

害時の避難行

動支援が気に

なる 

・学校から地域防災訓練のお知らせを配布してもらう 

・他の地域より遅れている 早急にしてほしい 

・自治会へ情報ください 

・どこにどれだけの外国人がいるのか開示して頂きたい 

（会社関係のまとめ役等） 
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【引きこもり】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 

１：引きこもりの

方に相談支援

が必要 

・何をしてほしいか関わり方分からない 

・いろいろな団体がある そこに行けない方の支援 

・本人より周りの方への支援 

・個別に行って支援する 相談支援する 

２：引きこもり ・不登校への柔軟な対応 

・引きこもりをつくらないためのアイデアを行政、民間、本人で話し合う 

・学校で協力してつくらないようにする 

・何をしてほしいか関わり方分からない 

・いろいろな団体がある そこに行けない方の支援 

・引きこもり気になっていても出てきてくれない。行政が行うしかない。 
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【ボランティア】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 

１：上萱津地区コ

ミュニティー

協議会の活性

化 

・何度も話しているのに協議しているのか？ 

・社協・市民活動センター・コミュニティー 広報してほしい 

 

２：各ボランティ

ア団体への補

助金がほしい 

・１回/年、活動内容のプレゼンをして補助金等を出す 

・何度も話しているのに協議しているのか？ 

・民間・当事者の情報交換の場所があると良い 

３：上萱津地区コ

ミュニティー 

防災センター

の活用度向上

にはどうすれ

ば良いのか 

・認知度を上げる 

・何度も話しているのに協議しているのか？ 

・社協・市民活動センター・コミュニティー 広報してほしい 

 

４：ボランティア

団体の部室 
・１回/年、活動内容のプレゼンをして補助金等を出す 

・何度も話しているのに協議しているのか？ 

・民間・当事者の情報交換の場所があると良い 

５：貸館 安くし

てほしい 
・社協ボランティア団体が市民活動センターに登録してあれば同時

に両方に登録される仕組み 仕組みができたらすべて利用料を半

額にする 

・何度も話しているのに協議しているのか？ 

・コミュニティー等施設利用の制約条件が多い もっと気安く使え

る様にする（料金・用途） 

 

６：認知症の家族

に割引料金を

あげる（毎日

が 戦い なの

で） 

・介護保険とからむとお金が発生する 

・何度も話しているのに協議しているのか？ 
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【公共サービス】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 

１：道路のデコボ

コ（車イス、ベ

ビーカー 安

全でない） 

・道路整備 

２：巡回バスに車

イスの人は乗

れるか？ 

・バスを小型にする 細かい送迎してほしい 

３：巡回バスの利

用のしにくさ 
・5～6人乗りの車の活用 

・バスを小型にする 細かい送迎してほしい 

・バス 乗り方や説明の動画を作る 

・バス 目的別のコース設定・買い物コース・市民病院コース 

４：ボールあそび

できる公園 
・ネットを高くする 

・つながりは子供のときにボール遊びでつちかわれる可能性大→ボール遊びができる公園必要 

５：高齢者の送迎

バスが無い 
 

６：巡回バスの運

行（現在週３

回のみ→毎日

運航） 

・バスを小型にする 細かい送迎してほしい 

・バス 目的別のコース設定・買い物コース・市民病院コース 

 

 


